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町
広
報
紙
に
、
こ
の
よ
う
な
拙

文
を
書
き
始
め
た
の
は
、
南
条
町

時
代
の
平
成
十
三
年
一
月
号
の
第

一
回「
町
長
室
日
誌
」か
ら
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
平
成
十
六
年
の

十
二
月
号（
南
条
町
閉
町
記
念
号
）

ま
で
の
四
年
間
に
、
四
十
六
回
書

か
せ
て
頂
い
た
。
そ
し
て
平
成

十
七
年
一
月
よ
り
南
越
前
町
広
報

紙
と
な
り
、
四
月
号
よ
り
再
び
書

か
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た（
四

年
・
四
十
七
回
）。
新
町
に
な
っ

て
、
担
当
職
員
か
ら「
日
誌
」よ

り「
随
想（
心
に
浮
か
ん
だ
着
想

を
テ
ー
マ
に
ま
と
め
た
文
章
）」

の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

の
進
言
に
よ
り「
町
長
随
想
」に

な
っ
た
。
随
想
の
方
が
、
社
会
的

に
定
説
で
な
く
て
も
、
私
個
人
の

考
え
と
し
て
自
由
に
書
け
た
の
で

書
き
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
で
き

る
だ
け
旧
三
町
村
共
通
の
話
題

や
、
合
併
し
て
一
体
感
を
持
て
る

内
容
に
し
た
い
と
思
っ
た
。ま
ず
、

郷
土
史
的
共
通
性
の
も
の
で「
天

反
省
と
感
謝

皇
家
と
南
越
前
町
」と「
紫
式
部

の
通
っ
た
道
」の
二
編
で
あ
る
。

　
「
天
皇
家
と
南
越
前
町
」（
平
成

十
八
年
六
月
号
か
ら
同
年
十
一
月

号
ま
で
の
六
か
月
・
計
六
ペ
ー
ジ

半
）の
中
で
の
継
体
天
皇
の
部
分

は
、
千
五
百
年
前
の
古
代
の
こ
と

で
正
確
な
文
献
も
な
く
、
点
在
す

る
伝
承
的
文
献
を
南
越
前
町
と
い

う
平
面
の
中
に
線
で
結
ん
だ
こ
と

は
、
歴
史
ロ
マ
ン
の
自
己
満
足
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、「
紫
式
部
の
通
っ
た
道
」

（
平
成
二
十
年
五
月
号
か
ら
八
月

号
ま
で
の
四
か
月
・
計
七
ペ
ー

ジ
）で
は
、
往
路（
山
中
峠
越
）に

つ
い
て
は
あ
る
程
度
分
か
っ
て
は

い
た
が
、
復
路（
菅
谷
峠
越
）に

つ
い
て
は
最
後
ま
で
迷
っ
た（
ど

の
文
献
に
も
こ
の
説
が
な
か
っ

た
）。
も
う
一
つ
の
迷
い
は
、
式

部
を
取
り
巻
く
男
性
像
で
あ
る
。

ま
ず
、
彼
女
の
夫
・
宣ノ
ブ
タ
カ孝
と
の
間

の
夜
媒
の
有
無
に
は
二
説
あ
り
、

権
力
者
で
あ
っ
た
道
長
と
の
関
係

も
二
説
あ
っ
た
が
、
彼
女
が
具ト
モ
ヒ
ラ平

親
王
を
一
生
慕
っ
た
と
す
る
説
は

殆
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、私
は
、

紫
式
部
家（
歌
）集
や
紫
式
部
日

記
の
解
説
書
を
読
ん
で
い
る
間

に
、
式
部
の
親
王
に
対
す
る
気
持

ち
が
私
に
は
伝
わ
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
で
き
な
い
こ
と
だ
が
、
彼

女
の
本
心
が
聞
き
た
か
っ
た
。

　

ま
た
、
郷
土
史
以
外
で
旧
三
町

村
共
通
の
問
題
は
地
震
災
害
、
即

ち「
南
越
前
町
の
活
断
層
」（
平
成

十
九
年
九
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま

で
の
四
か
月
・
計
八
ペ
ー
ジ
）で

あ
る
。
こ
れ
は「
今
庄
町
誌
」の

第
一
章
・
地
質
編
を
読
ん
で
驚
い

た
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
ま
で
私
は
、

身
近
な
活
断
層
と
し
て
は「
福
井

地
震
断
層
」と「
根
尾
谷
断
層
」し

か
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

旧
今
庄
町
の
断
層
は
、旧
河
野
村
・

旧
南
条
町
に
も
関
係
が
深
い
こ
と

を
知
り
、
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
敦
賀
半
島
に
あ
る
原

子
力
発
電
所
の
一
つ
で
も
、
大
き

な
地
震
被
害
が
出
た
場
合
は
、
河

野
地
区
だ
け
で
な
く
全
町
的
災
害

を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
活
断
層
の

正
確
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
郷
土

地
質
学
者
や
文
献
に
よ
っ
て
多
少

違
う
こ
と
が
あ
り
、
最
後
は
私
の

科
学
的
勘カ
ン

？
に
頼
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

　

も
う
一
つ
の
全
町
的
災
害
と
し

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

て
、
雪
害
に
つ
い
て
書
き
た
か
っ

た
が
実
現
で
き
な
く
て
残
念
で
あ

る
。
平
成
十
七
年（
合
併
し
た
年
）

の
十
二
月
上
旬
に
降
っ
た
大
雪

で
、
町
内
の
杉
林
は
大
被
害
を
受

け
た
。
通
年
の
雪
害
な
ら
ば
、
町

内
山
間
部
の
樹
木
が
被
害
を
受
け

る
の
だ
が
、
こ
の
時
は
海
岸
沿
い

の
大
谷
の
八
幡
神
社
の
ダ
モ
の
木

（
幹
部
周
囲
五
メ
ー
ト
ル
・
常
緑

樹
）が
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
て
、
神
社

本
殿
・
拝
殿
の
屋
根
を
突
き
破
っ

た
。
雪
の
量
よ
り
、
重
い
雪
質
に

よ
る
被
害
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化

で
雪
害
が
少
な
く
な
る
と
の
説
も

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
暖
海
水
の

蒸
発
に
よ
る
水
分
の
多
い
雪
に
注

意
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
先
年

D
ay A

fter T
om

orrow

の
映
画

を
見
た
。
温
暖
化
に
よ
り
海
流
の

流
れ
が
大
き
く
変
化
し
、
北
半
球

全
域
が
氷
河
に
覆
わ
れ
る
と
い
う

筋
書
き
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
明
日
・

明
後
日
と
い
う
速
さ
。
ア
メ
リ
カ

や
日
本
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
南
半
球

へ
逃
げ
な
い
と
凍
死
す
る
と
い
う

パ
ニ
ッ
ク
映
画
で
あ
る
。
単
な
る

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
な
く
、
温
暖
化

に
よ
る
異
常
気
象
は
予
測
不
可
能

と
の
警
告
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
郷
土
史
的
・

自
然
科
学
的
調
査
に
は
、
三
つ
の

町
立
図
書
館
や
県
立
図
書
館
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
陳
情
な

ど
で
上
京
し
た
時
は
殆
ど
全
国
町

村
会
館（
千
代
田
区
）で
宿
泊
す

る
が
、
幸
い
に
も
そ
の
隣
が
国
立

国
会
図
書
館
で
あ
っ
た
。
入
館
に

は
多
少
手
続
き
が
厄
介
な
の
と
建

物
が
大
き
過
ぎ
る
の
だ
が
、
中
で

調
査
目
的
を
言
え
ば
係
員
が
親
切

に
資
料
を
探
し
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
す
る
こ
と

で
、
私
自
身
の
勉
強
に
な
り
、
ボ

ケ
防
止
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

悲
し
い
想
い
出
と
し
て
は
、
私

を
支
え
て
頂
い
た
七
人
の
方
々
の

追
悼
文
を
涙
し
な
が
ら
書
い
た
こ

と
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
の
坂
川

彦
太
元
町
長
、
平
成
十
五
年
の
上

田
雅
二
元
町
議
会
議
長
と
丸
岡
齊

元
町
長
、
平
成
十
七
年
の
赤
星

一
元
町
長
と
山
本
順
一
元
県
議
会

議
長
、
平
成
十
八
年
の
清
水
金
二

元
村
長
と
西
村
由
夫
元
町
長
。
ご

指
導
頂
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
―
合
掌
―

　

さ
て
、最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

長
期
間
に
わ
た
り
、
つ
た
な
く
て

自
己
中
心
的
な
文
章
に
お
付
き
合

い
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。


